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%/////////////研究ノートー
情報 リテ ラシー に及ぶ
情報教育 の影響 につ いて
富 川 拓
要 旨
この研究 ノー トは情報 リテ ラシー と情報教育 にっ いて考察 したもので ある。
情報機器の重要性が,現 代社会 において増 してきている。 しか し情報機器 の
恩恵を うけ るには,そ れ らの機器 をあ る程度使 い こなす能力 が必要 となる。本
を読む のに 「リテラシー」が必要 であ るの と同様 に,情 報社会 においては 「情
報 リテラシー」が必要 とな って くるのであ る。 この情報 リテ ラシーを持っか 持
たないか により,「情報格差」 とよばれ る問題 も起 こると考 え られ る。 小 論 で
はまず情報 リテラシーを定義 し,1998年 に関西の大学生対象 に行 った調査結 果
を もとに,そ の度合 に関わ る要因 と しての情報教育に焦点を当てその影響 につ
いて考察す る。
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情報化社会 において,様 々な電子 メディアが生まれてきている。例を挙げれ











表 される情報機器,ま たはコンピューター(パ ソコン)を 利用 したインターネッ
トなどの新 しいメディアはわれわれの日常生活に現在深 く入 り込み,新 たな情
報の獲得や発信,新 しいコミュニーケーションの形態を生み出しているのであ
る。 しか しその反面,情 報機器,メ ディアの使用に関 しての 「能力」を持たな
い人々にとっては,こ れ らの情報機器は無用の長物 となってしまうという現実
がある。そのようなメディアの使用に関 しての能力が本論のテーマである 「情
報 リテラシー」である。
情報格差(informationgap)論 の観点から考えると,情 報 リテラシーを持
っということを一っの要因として,よ り高度の情報や知識を得 ることができる
情報富裕層 と,情 報 ・知識を得るための手段の一っである情報 リテラシーを持
たないために情報6知 識を得 られないという情報貧困層とに人々が分かれるこ







2情 報 教育 と情報 リテ ラ シー
学校における教育が リテラシーの場合 と同様に,情 報 リテラシーにも深 く関
与 してきているのか。まずここでは教育現場における情報教育の現状について
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みていきたいと思 う。公文俊平は1980年 代のはじめに,コ ンピューターが学校
に導入される以前に社会的にすでにかなり広 く普及 している日本のような国で
は,コ ンピューターそのものについての教育を学校で本格的に行 う必要は特に














進するにあたり情報 リテラシー(実 際には情報活用能力という概念を使用 して
いた)と いう概念を持ち出したのは臨時教育審議会の第二次答申(1986年4月)
においてであった。この教育改革 に関する第二次答申においては 「学校教育へ
の各種の情報手段の活用を進 め,児 童 ・生徒の発達段階に応 じた情報活用能力
の育成を図ることの重要性をかんがみ,教 員に対する情報教育のための研修を
拡充すること」 と述べ られてお り,こ の時点で情報教育の重要性をとなえ,教
員の情報教育のための研修にっいて言及 している。
この臨教審の答申の後,情 報化社会における教育制度の模索 と改革が進めら
れてきた。近いところでは1997年6月 に文部省の第15期 中央教育審議会 の第二
次答申が発表 され,こ の答申等を基礎に教育改革のプログラムが制定されてい
る。 またこの審議会の第一次答申(1996年7月)に おいては生徒の情報 リテラ
シーの向上のために教育用のパソコンの設置の充実とインターネット環境の早







せることを盛り込み,中 学校でも技術 ・家庭科で情報教育を必修 とすることな
どを提言 している。 このことを総合 して考えると情報教育 は授業カ リキュラム
の点で現時点ではまだ未成熟の段階といえよう。またそれは情報 リテラシーの
教育をおこなう教師の育成の点でもまったく同 じことがいえる。教師の採用試
験に情報教育に関するものを盛 り込むことを検討 しているものの,そ れもまだ
実現 はしていないという現状である。
しかし現場においてはこのようなカリキュラムを独 自で作成 し実行 している
学校 も多 くある。具体的には木原俊行の事例研究において取 り上げられている
滋賀大学教育学部附属中学校などをあげることができよう。 この滋賀大学教育
学部附属中学校は昭和58年 か ら総合的な学習のカ リキュラム開発に着手 してい
る。それは 「びわ湖学習」という郷土を学習することか らはじまり,そ の一環
として情報教育用プログラムが開発 されてきた。
このようにすでに国に先行 して情報教育を行 っている学校は全国に多数存在
し,情 報 リテラシーの育成をめざし始動 しているようである。無論これにっい
ては既述の政府によるインフラ整備による後押 しが追い風となっているであろ
う。
以上,情 報教育 に関 して見てきた。それを踏まえ,こ こで情報 リテラシーと
情報教育の関係性を考え,調 査にむけて仮説を立てた。
○情報 リテラシーと情報教育の関係についての仮説
情報 リテラシーと今までに受けた,そ して現在受 けている情報教育(そ のな
かではインフラ,教 員,カ リキュラムという要素がある)と の間に関係性が存
在する。
情報教育を受けてきた人が情報 リテラシーが高 く,情 報教育を受けてきてい
ない人が情報 リテラシーが低 くなる。
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以上の仮説 に基づき項 目をたて調査を行 った。(実際の調査において は教育
の他にも項目をたて,情 報 リテラシーとの関連を考察 しているが,今 回は教育
に関する部分のみを抜粋 している。)
3「 大 学生 の情報 生活 に関す る調査」 につ いて
調査目的,調 査対象
本調査は1998年9月 か ら10月にかけて 「大学生の情報生活に関する調査」 と
いうタイ トルのもとで実施 した。この調査の目的は大学生の情報 リテラシーの





ンが比較的活発であるということを重視 した結果,大 学生 とした。
調査はいずれも関西の四年制大学であるA,B,C,Dの 計四つの大学の社
会学系の学部で行 った。
調査票は四?の 大学の合計で1,177枚配布 し,自 己記入法で回答 して いただ





はじめに,情 報 リテラシーの中でもパソコンに関する部分を除いた,い わゆ









質問D,金 融機関のATM(現 金自動受け払い機)を 使用してお金の出し入れ,
振 り込みなどができますか。




質問H,図 書館で欲 しい本を端末を使 って検索ができますか。
質問C,D,F,G,Hは パ ソコン以外の周辺的な情報機器の利用能力に関










質問JとKで はパ ソコンを使用 し実際に何ができているかということを聞く。
その代表 として文章の作成,グ ラフの作成をあげた。
質問L,ソ フトウェアをコピーして使ったことがありますか。
この質問Lで は情報化社会において重要な問題である 「著作権の保護」 につ




質問0,自 分のホームページを作成 し情報を発信 したことがありますか。
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質問Mか ら0は パソコンなどの機器を使 ったネットワーク,イ ンターネット
に関する質問である。 ここではメールを利用したコミュニケーションや情報の
発信能力を知るためにホームページ作成経験の有無を聞いている。
以上の15問 を1問 にっき 「はい」を1点 として計算を行い,合 計点を情報 リ
テラシーの具体的な度合 として考えることとする。高ければ高いほど情報 リテ
ラシーが高いということである。ただしLの 「ソフ トウェアをコピー して使っ











幼稚園,小 学校,中 学校,高 等学校,専 門学校,短 期大学,大 学,そ の他
という質問を設定 しどの時点で学んでいるかということを確認 した。情報教育
が高校までは(カ リキュラムの面において)全 国的な統一のもとで実行 されて

















この質問では大学の設備の問題,つ まりインフラの問題を聞 く。 これ は第二
章でも述べたように情報教育 にはインフラが必要であるという理由からである。
4調 査 結果 にみる情報 リテ ラ シー と情 報教 育 の関係
情報 リテラシーに情報教育が実際どのように関係 しているかを見ていく。ま
ず基準 となる情報 リテラシーの得点化の結果を見る。
情報 リテラシーの平均点は8.53点(15点 満点)と なった。これは郵政省調査
の日本の平均である8.29点より0.26点高 く,ア メリカ合衆国の平均 の8.97点 と
比べると0.42点低 い結果となった。 また本調査における情報 リテ ラシーの得
点の最多層は8～11点 となった。これは郵政省の調査における日本の7～10点
よりも高得点者が多 くなっていたが,ア メ リカ合衆国の最多層10～13点 と比較
すると低い状況にあるといえる。




えられはじめ,情 報教育が端緒にっいた時期に中学,高 校時代などを過 ごして
いる世代である。
質問1,2で パソコン使用を学校において学んだことがある人 は533名(61.
4%)で あり学んだことがないという人の290名(33 .4%)を 大きく上回った。
学んだことのある人の内訳は複数回答であるが幼稚園が2名,小 学校が15名,




められてはいるが,依 然カ リキュラム,教 えることができる教員数の不足等の
問題によりすべての中学校,高 校までには情報教育がいきわたっていない状況
が現れているといえよう。 また大学においてが395名 と多くな ったが,こ れは
大学においてコンピュータールームを多 く設置 していくといった設備面での整

























使用方法を学んだ人の情報 リテラシーの得点の平均点 は9.1点,使 用方法 を




あり,ま たパ ソコンの使用方法を学校で学んだことのない人 は得点が広 く分布
しているが これは独学でパソコンの使用方法を学んだ人が入 っているためで高
得点部分に独学が,低 い部分に学んだことがない人が多 く分布 していると推測
できる。
独学の人の情報 リテラシーを見ると,そ の平均 は9.2点 とな り学校で情報教
育を学んだという人の情報 リテラシーの得点の平均点をわずかに上回り,ほ と




このようにパ ソコンの使用方法を学校で学んだ人 も,独 学で学んだ人 も同程




ますか」において,「 はい」 と答えた人は学校で学んだ人225名 で(42 .2%),
独学の人138名 で(61.8%)大 きくその差が出ている。
また質問Mで イ ンターネットの利用を見てみると学校で学んだ入 は315名
(59.0%),独 学が137名(61.1%)と なり有意な差はない。
質問L「 ソフトウェアーをコピーして使ったことがありますか」 という質問
では,学 校で学んだ人で,あ ると答えた人が74名(13 .8%),独 学 は75名(33.
4%)と これにも有意な差が出ている。
また 厂パソコンを使えないと取り残 されると思いますか」という質問では学
校で学んだ人で,思 うと答えた人が400名(75.0%),独 学が144名(64 .2%)
となりここでも有意な差が出ている。周辺的な機器の使用能力を問う質問の一
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っを見てみると質問G「 ファクシ ミリで書類等の送信ができますか」で,学 校
で学んだ人はできるが282名(32.4%),独 学が136名(60.7%)と な り有意な
差が出ている。
このように分析すると,同 程度の情報 リテラシーでもその内容はかなり違 っ
ている。キーボー ドにより慣れているのは独学の人であり,ま た周辺的な機器
の使用においても独学の人の方が能力を持っている割合が高い。また独学の人
は自分でパ ソコンに触れる環境を持っている(パ ソコンの所有率は57.5%と なっ
ており,学 校で学んだ人の28.7%に 比べ高い割合 となっている)。 独学 の人 は
学校で学ぶ機会がな くとも,パ ソコンを使用 してやりたいこと,や らなければ














いが,情 報社会で守 らなければな らない著作権の理解などに難があるという結
果 も出ているのである。情報教育の目的,効 果はそのような項 目にも及ぶ もの
であると考えられる。
質問3「 専門科 目の授業でパソコンを使用 した」と情報 リテラシーの関係
使用した人の情報 リテラシーの得点の平均点 は10.3点,使 用 していない人 は
7.7点となった。
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コ ン ピ ュー ター リテ ラ シー と の関 係 を見 て み て も使 用 し た人 の 平 均 点 は4 .1
点,使 用 して い な い人 の平 均 点 は2.0点 とな った。 こ の よ う な有 意 な差 が存 在
す る とい う こと で,こ の項 目 に お いて は情 報 リテ ラ シー と関係 が あ る と いえ る
だ ろ う。
質 問4「 情 報 機 器 の使 用 方 法 を大 学教 員 に尋 ね る こ とが で きる」 と情 報 リテ
ラ シー の関 係
人 数 の差 がっ きす ぎ た が(以 下 の 質 問5も 同様 で あ る。)「は い」 と した 人 の
情 報 リテ ラシ ー の得 点 の平 均 点 は10.2点,「 い い え」 と した人 の情報 リテ ラ シー
の得 点 の平 均 点 は8.6点 と な り顕 著 な差 が見 受 け られ た。
質 問5「 大 学 教 員 と と メ ール の や り取 りを します か 」 と情 報 リテ ラ シー の 関
係
や り取 り をす る と答 え た人 の 情報 リテ ラ シー の得 点 の平 均 は10.9点,や り取
りを しな い人 の情 報 リテ ラ シ ーの得 点 の平 均 点 は8.6点 と い う結 果 と な っ た 。
この差 は情 報 リテ ラ シ ー の中 の コ ン ピ ュー ター ・リテ ラ シ ー に関 して も確 認 す
る こ とが で き た。
質 問6「 あな た の大 学 に あな た が 自由 に使 用 で き るパ ソ コ ンが あ りま す か」
と情 報 リテ ラ シ ーの 関係
「あ る」 と答 え た人 の情 報 リテ ラ シー の得 点 の 平 均 は10.1点,「 な い」 と答
え た人 の情 報 リテ ラ シー の得 点 の平 均 は7.2点 とな り有 意 な 差 が 出 た と い え る
だ ろ う。 ま た情 報 リテ ラ シー の 中 の コ ン ピュ ー タ ー ・リテ ラ シー との関 係 を見
て み る と,コ ン ピ ュー ター ・ リテ ラ シー の得 点 の 平 均点 も 「あ る」 と答 え た人
は4.0点,「 な い」 と答 え た人 は0.47点 と大 き く差 が 出 て お り,明 らか に 「あ る」
と答 え た人 の コ ン ピ ュー ター ・ リテ ラシ ーが 高 くな って い る。 ま たパ ソコ ンを
所有 して い る人 は情 報 リテ ラ シー の度 合 が 高 い とい う結 果 も別 に 出 て お り,パ
ソ コ ンの所 有,ま た は使 え る環 境 が あ る と い う こ と も当然 で は あ る が情 報 リテ
ラ シー を高 め る とい う こ とが分 か った。
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以上質問3か ら質問6ま で,情 報 リテラシーとの関係をみた。質問1と2に
おいてはよく関連性が出ていないが,こ こではいずれの質問でも情報教育に関
係する方に 「はい」,「ある」と答えた人が情報 リテラシーの得点が高いという
傾向となった。 これにより,情 報 リテラシーと情報教育には関係性が存在する
という仮説が,こ こにおいては成り立っといえる。
5情 報 リテラ シー と情報 教育 の これか ら
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育 が よ り求 あ られ て い くで あ ろ う。 調 査 にお い て は あ ま り情 報 倫 理 に関 して 取
り上 げ る こ とが で き なか った が,今 後 の研 究 に お い て は こ の よ う な情 報 倫 理,
ま た その 教 育 にっ い て よ り深 く考 察 して い き た い と思 う。
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資料
調査項 目(情 報 リテ ラシーと情報教育 に関す る項 目のみ抜粋)
QO9定 期 的に雑 誌を読 みますか
Q10定 期 的に雑誌を買 っています か
Q11欲 しい情報 はお金を払 ってで も入手 するのが 当然 だと思いますか
Q12人 よ りも早 く情報を得たい と思 いますか
Q13情 報 はで きるだ け多 く入手 したい と思 いますか
Q14身 近に情報機器(例:ビ デオ,FAX,パ ソコンなど)の使用方法 を尋 ね る事 が
で きる人 はいますか
Q15情 報機器 の使用方法 を尋ね ることがで きるのは誰 ですか。
Q16ビ デオの番組予約 を ご自分でで きますか
Q17金 融機 関のATM(現 金 自動受 け払 い機)を 使用 してお金 の出 し入 れ,振 り込
みなどができますか
Q18キ ャッシSカ ー ド等 の暗証番号 を他人 に分か らないよ うに工夫 してますか
Q19留 守番電話 の留守録 の設定 と再生がで きますか
Q20フ ァクシ ミリで書 類等 の送信 ができます か
Q21オ ーデ ィオ機器(ウ ォー クマ ン,コ ンポなど)を もって いますか
Q22携 帯電 話 ・PHS・ ポケベルを持 っていますか
Q23家 庭用ゲ ーム機(フ ァミコンな ど)を 持 っていますか
Q24図 書館で欲 しい本 を端末を使 って検索 がで きますか
く パソコ ンの使用 に関 して>
Q25あ なたにはパソコ ンの話題を話せ る人が何人 いますか
Q26パ ソコ ンの話題 を話 せる人 は誰ですか。
Q27あ なたはパ ソコンに対 してどのように思 いますか。当て はま るところ に○ を し
て下 さい。
Q27-1パ ソコンの操作 は難 しいQ27-2パ ソコンは役立っ ものQ27-




Q28無 理 な くキーボー ドで入力 できますか。
Q29レ ポー トをパ ソコンで作成 しますか。
Q30パ ソコンを使 えない と取 り残 され ると思 いますか
Q31あ なたは今 まで どのよ うな形でパ ソコンの使用方法を学習 して きま したか。
Q32パ ソコンの使用方 法はどの学校で学び ま したか。
Q33あ なたのパ ソコン使用歴
Q34今 までパ ソコ ンを利用 して どういう事を しま したか。当てはまる もの全 てを選
んで○ を して下 さい。
(01)文 章 の作成(02)グ ラフ作成(03)表 計算(04)メ ール(05)イ ン
ターネ ット(06)パ ソコ ン通信(07)ゲ ームで遊 ぶ(08)絵 や音楽 を楽 し
む(09)統 計処理(10)プ ログラ ミング(11)そ の他(12)特 にな し
Q35パ ソコンを週平均,何 時間利用 していますか。
Q36パ ソコンを利用 して これか らや りたい事 があ りますか。
(01)文 章 の作成(02)グ ラフ作成(03)表 計算(04)メ ール(05)イ ン
ター ネッ ト(06)パ ソコン通信(07)ゲ ームで遊 ぶ(08)絵 や音楽 を楽 し
む(09)統 計処理(10)プ ログ ラミング(11)そ の他(12)特 にな し
Q37ご 自分のパ ソコンをお持ちです か
Q38あ なたの主 に使 ってい るパ ソコ ンは次の うちどれですか。当ては ま るもの を選
んで○を して下 さい。
'(1)デ
スク トップ型 パ ソコン ② ノー ト型パ ソコ ン
Q39そ の種類 は次 の うち どれですか。 当て はまるもの に○を して下 さい。
(1)DOS/V機(WINDOWS,DOS)(2)マ ッキ ントッシュ(3)NECPC98
シ リーズ(4)そ の他 ⑤ わか らな い
Q42あ なたの大学 にあなたが自由に使用で きるパ ソコ ンがあ りますか
Q43専 門科 目の授業 でパ ソコンを使用す る授業を受 けた事があ りますか
Q44ソ フ トウェアをコ ピー して使 ったことがあ りますか
く イ ンターネ ッ トの利用 に関 して>
Q45あ な たはメールア ドレスを持 っていますか。
Q46イ ンターネ ッ トを利用 したことがあ りますか
Q47ど こで イ ンターネ ッ トを利用 していますか。
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(1)大学 で イ ンターネッ トを利用 してい る ② 自宅 で イ ンターネ ッ トを利用
してい る(3)そ の他(4)利 用 していない
Q48そ れぞれの場所で インターネ ッ トを一週 間平均何 時間利用 して いますか。
Q49今 まで インターネ ットを一週 間で最大何 時間利用 した事 があ りますか。
Q50あ なた はイ ンターネッ トを どのよ うに利用 していますか。
(01)メ ール(02)ネ ッ トサー フィン(03)電 子掲示板で の情報交 換(04)
自分 のホームページをつ くり情報を発信す る(05)オ ンライ ンシ ョ ッピング
(06)検 索 エ ンジ ンを利用 した情報検索(07)有 料 の情報提供 サ ー ビスの利
用(08)チ ャット(09)そ の他
Q51メ ール は一週間 に平均何通送信 しますか,ま た何通受信 しますか。
Q52ど んな人 とメールのや り取 りを しますか。
Q53通 信費(電 話代,プ ロバ イダーの費用等)は 一 ケ月平 均およそい くらで すか。
Q54今 まで通信費が一番多か った ときには,一 ヶ月でい くらかか りま したか
(とみかわた く 佛教大学大学院社会学研究科修士課 程修 了)
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